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＜病棟連絡事項＞
・虐待防止委員会より、標語募集の案内があります。毎日カンファレンスで話し合いましょう。
・栄養より連絡あり。西病棟の鶏肉キザミの方は、食札なしでレストランに置いてあるのを持っていくことになっていますので患者様・スタッフで把握しキザミを持っていく様お願い致します。食事カードにも「鶏肉キザミ」と記載してある為、今一度周知お願いします。

・9/3(土)18:00～19:20北東北Mood disorder seminarがあります。座長は菅野Dr.で深澤Dr.が講演を行います。掲示を確認し、視聴希望者はオンライン、FAX、メールのいずれかで申し込んでください。

・病棟WIZメールに県看護協会主催の研修案内が届いています。各自確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・河村　哲久様～排便5日なく、希望にてGE実施し反応便確認しています。
・立花　一樹様～本日も母様より、“病院から電話があった”と架電あります。医事にも確認し、連絡は取っていないとの事でした。
・續石　啓介様～8/15　15:30テレビ面会の予約があります。
＜ベッドコントロール＞
・8/12に佐藤 英之様、8/15の週に小豆畑 裕介様が転入予定。8/22の週に中居敬悦様が転出後、1名転入予定となっています。
・北病棟で女性患者様が退院後、沼田 ゆき子様転出予定です。
＜要注目患者様検討＞
・板橋　利美様～夜間トイレに立つ際不安定さあります。日中も壁につかまりながらトイレ移動しています。見守りを行い適宜介入しましょう。
・小田　沙也加様～朝食時不調を訴えレストランで床に転ぶ事があり、朝食後も30分ほど持続しています。その後は他者交流し不調の訴えは聞かれません。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・神田　直樹様～薬剤変更による症状の変化はなく、排尿も良好との事。退院に向けオランザピン減薬の指示1.25㎎が中止、ラツーダ錠(20)2錠→3錠へ変更となります。
・中　誠太郎様～南山苑へは、介護認定の結果次第で入所が難しい事情報提供。処方の変更はありません。
・阿部　文香様～処方変更はありません。
・佐々木　康子様～診察拒否あります。処方変更はありません。
＜服薬自己管理検討＞
・導入中の患者様は問題ありません。
・木村　加代子様～9月中旬退院予定の為、徐々に服薬自己管理を導入しましょう。
＜虐待防止の標語検討＞
・「考えよう　患者の立場　心から」
・「気づいたら　ためらわずに　すぐ通報」
・「忙しい　そんな時こそ　笑顔で仕事」

上記のような標語が見つかりました。標語を組み合わせて西病棟としての案を提出しましょう。
＜コロナウイルス感染対策＞
・病棟の感染対策基本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）

